
爽・創・荘 

学校だより 

令和５年６月１日 

加古川市立両荘中学校 

☞爽やかであること、創造すること、成長することを願って、「爽（そう）・創（そう）・荘（そう）」と名付けました 

 

学生の本分は、「勉学」と言われることがあります。学力をつけることが自己
実現の一つの大切な要素であることは確かです。もっと勉強ができるようにな
りたいと考えている人が多いと思いますし、学校で過ごす時間のほとんどは教
科学習ですから、勉強がわかったほうが充実した学校生活が送れるに違いあり
ません。 
勉強ができるための必要条件としては、家庭学習の充実があります。家で勉強

していますか。宿題だけの人もいるかもしれません。家庭学習の時間は、自分の
時間を自由に使うことができます。長い時間をやりくりするタイミングもあれ
ば、短い時間をやりくりすることだってあるはずです。家庭学習のコーディネー
トは自分が行うのです。苦手なところをやるのもよし、得意な分野をもっと深め
るのもよし、まずは繰り返し学習を進めるもよし。。。。最初は、要領よくいかな
くても、やっているうちに要領よくやれるようにもなります。要は「自己学習力」
をつけてほしいのです。これが、学力を高めるために必要な力です。これが身に
つけば社会に出ても百人力です。 
ぜひ、自分で時間をコーディネートする家庭学習の充実をめざしてください。 
 
☞  次のQRコードから、加 

古川市教育委員会が発行し 
ている「家庭学習の手引き」 
にアクセスできます。 
 自己学習力を伸ばす参考 
にしてください。 

 
 
 
 
 
 

トピック  両荘中学校 から 両荘みらい学園へ 

いよいよ生徒たちは、増設した新校舎に 

移ります。6月 12日より新しい教室での学 

びが始まります。武道場の北側にあり、ちょ 

うど道沿いからよく見えます。１階が３年生 

とこだま学級・のぞみ学級、２階が１年・２年 

の教室です。両荘の田園風景や山並みを身 

近に感じながらの教室になります。 

 
 

 

  



   
 
  

☆通知票の１・２学期の総合所見を 7 月・12 月の個人懇談会にかえ、文章に
よる総合所見は 3学期のみとさせていただきます 

  本校では学期ごとの通知票を作成し、お子様の学校での様子を総合所見として

文章でお伝えしてきました。今年度は、個人懇談会と総合所見の内容の重複を避け

ることをねらいとして、1学期・2学期の通知票での総合所見欄の文章表記をなく

し、対話による保護者の皆様と連携を図ってまいります。 

なお、これは校区内 2小学校も同じ方針です。ご理解いただきますよう、お願い

いたします。 

☆6月 9日（金）は弁当日となります 
両荘みらい学園校舎増設工事の都合により、６月 9日は給食なしで、弁当日にな

ります。申し訳ございませんが、よろしくお願いいたします。 

 
 
 

 
アフリカ ウガンダとのオンライン交流 ～1年生 Zoomに挑戦～ 5月 24日 
  

 6校時に 1年生が、ウガンダとのオンライン交流を行いま

した。昨年度 SDGs講演会で来ていただいたなかよし学園

校長の中村雄一先生が、ウガンダで活動されるとのことで、

オンライン交流をお声かけいただきました。 

接続前に、全員で Zoomのつなぎ方・使い方を学習しまし

た。これからの時代は、社会にでたらオンライン会議など当

たり前の時代になると思いますので、全員 Zoomを自分でつ

なげてみました。慣れないこともあり、戸惑いもあるようでした

が、そこは教師も手助けしつつも、自分たちでやり切りまし

た。またひとつスキルアップです。 

いよいよ接続です。なんといってもアフリカと日本をリアル

タイムでつなぐのですから、つながったときには不思議な感

覚でした。最初簡単なご挨拶をした後、時間の関係で生徒の

代表十数名が英語で、日本、兵庫、加古川、両荘の紹介をし

ていきます。Mt.Fuji、animationや castle Himejiなどの紹介、 

そして「Ninja is kind of spy.Samurai uses Katana.」などの日本のあれこれは、ウガンダの

方には興味深かったようです。他の生徒は代表生徒の英語がかっこよく見えたとの感想があ

りました。 

最後には、ウガンダの方の感想を聞き、交流を閉じました。

ネットで世界中の人と話ができる時代です。その実感を肌で感

じた体験だったに違いありません。 

 

なお、6月 19日には、中村先生に来校いただき、全校生に

講演をいただく予定となっています。これも両荘みらい学園プ

レカリキュラムです。今から楽しみにしています。 

 

５月のホームページ「両荘エトセトラ」より 

 

 

 


